
■「
滑
床
山
植
生
回
復
検
討
会
」の
開
催

　
滑
床
山
の
裸
地
化
対
策
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
地
元
関
係
者
、
有
識
者
、
関
係
行

政
機
関
等
の
参
加
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
か

ら
平
成
24
年
度
ま
で
に
計
８
回
の
検
討
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
会
に
お
い
て
は
、

① 　
特
に
被
害
が
著
し
い
山
頂
付
近
の
２
か

所
に
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵
を
設
置
し
、
原

植
生
で
あ
る
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
を
移
植
す
る
こ

と
。（
18
年
度
）

② 　
裸
地
化
が
進
行
し
て
い
る
黒く
ろ
そ
ん
や
ま

尊
山
国
有

林
側（
高
知
県
側
）、
滑
床
山
山
頂
北
東
側

及
び
同
西
斜
面
に
も
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵

を
設
置
す
る
こ
と
。（
20
、
21
、
22
年
度
）

③ 　
雨
水
に
よ
る
土
壌
の
流
出
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
枯
木
な
ど
を
利
用
し
た
土
留

め
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
。（
22
年
度
）

四国森林管理局

ニホンジカ被害地での
自然再生に向けて 

■
委
託
調
査
に
よ
る
原
因
の
解
明

　
平
成
17
年
度
か
ら
独
立
行
政
法
人
森
林
総

合
研
究
所
四
国
支
所
に
委
託
し
て
、
滑
床
山

山
頂
付
近
で
被
害
状
況
や
被
害
原
因
及
び
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
頭
数
の
調
査
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
植
生
の
衰
退
・
消

失
の
主
な
原
因
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害

で
あ
り
、
既
に
表
土
の
流
出
や
天
然
林
の
枯

損
が
進
む
な
ど
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た︵
写
真
１
︶。
こ
の
た

め
、
裸
地
化
に
対
し
て
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

を
行
い
な
が
ら
植
生
回
復
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

―四万十川森林ふれあい推進センターの取組―

国有林野事業の取組

　
愛
媛
県
と
高
知
県
の
県
境
近
く
に
位
置
す

る
滑な

め
と
こ
や
ま

床
山︵
通
称
： 

三さ
ん
ぼ
ん
ぐ
い

本
杭
、
標
高
１
，
２
２

６
ｍ
︶周
辺︵
愛
媛
森
林
管
理
署
及
び
四
万
十

森
林
管
理
署
管
内
︶は
、
四
季
を
通
し
て
登
山

の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
、
か
つ
て
は
ミ
ヤ
コ
ザ
サ

や
オ
ン
ツ
ツ
ジ
が
群
生
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
12
年
頃
か
ら
山
頂
の
サ
サ
原
や
周

辺
の
天
然
林
で
、
灌
木
類
、
サ
サ
等
の
植
生

が
衰
退
・
消
失
し
、
さ
ら
に
衰
退
・
消
失
の

著
し
い
箇
所
で
は
土
壌
の
流
出
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
こ
れ
ら
の
原
因

は
不
明
で
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば

被
害
は
一
層
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
当

地
が
足あ

し
ず
り摺
宇う

わ和
海か
い
国
立
公
園
の
第
一
種
特
別

地
域
、
鳥
獣
保
護
区
の
特
別
保
護
地
区
、
水

源
か
ん
養
保
安
林
・
保
健
保
安
林
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
、
四
万
十
川

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

て
植
生
の
衰
退
・
消
失
の
原
因
等
の
把
握
及

び
こ
れ
ら
に
対
す
る
具
体
的
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
自

然
再
生
推
進
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
る
、
こ
の
滑
床
山
の
裸
地
化
に
対

す
る
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

写真１

写真２

写真３

滑床山（三本杭）山頂（平成19年4月）

シカ防護ネット設置後（「熊のコル」に至る「吊り尾根」）

枯木を活用した土留め（藤
ふ じ が お ご え

ヶ生越（黒尊山））
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い
ま
す︵
写
真
３
︶。

⑷
登
山
道
の
ロ
ー
プ
標
示

　
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵
内
の
登
山
道
に
は
ロ

ー
プ
で
標
示
を
行
い
、
登
山
者
の
方
々
に
滑

床
山
山
頂
及
び「
タ
ル
ミ
」に
広
が
り
つ
つ
あ

る
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
根
茎
の
保
護
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す︵
写
真
４
︶。

⑸
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲

　
植
生
回
復
に
取
り
組

ん
で
い
る
箇
所
に
接
す

る
黒
尊
山（
高
知
県
側
）

及
び
目
黒
山（
愛
媛
県

側
）に
お
い
て
、
平
成
23

年
度
か
ら
、
囲
い
ワ
ナ

に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

捕
獲
に
取
り
組
み
、
こ

れ
ま
で
に
36
頭
を
捕
獲

し
て
い
ま
す︵
写
真
５
︶。

⑹
森
林
環
境
教
育
の
場

と
し
て
活
用

　
自
然
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
る
滑
床
山
周
辺

は
、
小
・
中
学
生
等
を

対
象
に
し
た
森
林
環
境

教
育
の
場
と
し
て
活
用

さ
れ
、
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

■
今
後
の
取
組

　
滑
床
山
周
辺
が
か
つ

て
の
み
ど
り
豊
か
な
植

⑵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
移
植

　
平
成
19
年
３
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約

1
2
0
名
の
参
加
を
得
て
、
シ
カ
防
護
ネ
ッ

ト
柵
で
囲
ん
だ
２
か
所
に
、
付
近
の
被
害
を

受
け
て
い
な
い
箇
所
で
掘
り
取
っ
た
ミ
ヤ
コ

ザ
サ
を
モ
ザ
イ
ク
状（
１
ｍ
四
方
、
2
3
7

区
画
）に
移
植
し
ま
し
た
。
シ
カ
防
護
ネ
ッ

ト
柵
内
で
は
、
移
植
し
た
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
や
カ

エ
デ
、
リ
ョ
ウ
ブ
等
が
順
調
に
生
長
し
、
土

壌
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
つ
つ
あ
り
ま

す
。

⑶
枯
木
を
活
用
し
た
土
留
め

　
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵
内
に
お
い
て
、
土
壌

の
流
出
を
防
ぐ
た
め
平
成
22
年
３
月
に
ム
シ

ロ
伏
せ
工（
※
）を
行
い
、
平
成
23
年
５
月
以

降
は
、
枯
木
を
活
用
し
た
土
留
め（
資
材
は

現
地
調
達
）を
設
置
し
ま
し
た
。
特
に
枯
木

に
よ
る
土
留
め
は
多
大
な
効
果
を
発
揮
し
て

④ 　
シ
カ
の
個
体
数
調
整
が
必
要
で
あ
る
こ

と
。（
22
、
24
年
度
）

⑤ 　
八や
つ
づ
ら
や
ま

面
山
か
ら「
熊
の
コ
ル
」に
至
る「
吊

り
尾
根
」の
裸
地
化
し
た
箇
所
に
も
シ
カ

防
護
ネ
ッ
ト
柵
を
設
置
す
る
こ
と
。（
23

年
度
）

等
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

■
実
際
の
取
組

　
前
述
の
提
言
等
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
な

取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

⑴
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵
の
設
置

　

裸
地
化
が
進
行
し
て
い
る
８
か
所
、
2
．

8
6
ha
に
つ
い
て
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
24

年
度
ま
で
に
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵（
延
長
：

2
，
1
4
8
ｍ
）を
設
置
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が

侵
入
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た︵
写
真
２
︶。

生
に
蘇
る
よ
う
、
未
だ
に
拡
が
り
つ
つ
あ
る

シ
カ
被
害
に
よ
る
裸
地
化
を
防
ぐ
た
め
の
防

護
ネ
ッ
ト
柵
設
置
や
シ
カ
個
体
数
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
枯
木
を
活
用
し
た
土
壌
流

出
対
策
や
、
移
植
し
た
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
等
の
保

護
な
ど
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

写真４

写真５

滑床山山頂歩道沿いのロープ標示とミヤコザサ（平成24年9月）

大型囲いワナで捕獲した親子ニホンジカ

※
ム
シ
ロ
伏
せ
工　

緑
化
用
の
ム
シ
ロ
で
地
表
面
を
固

定
す
る
工
法

滑床山周辺での主な植生回復事業箇所の位置図

大駄馬　トイ
レ、駐車場

滑床山「三本杭」
ネット延長２７３．３ｍ
面積０．４３ha

黒尊スーパー林道（一般道：町道
宇和島・黒尊４号線）宇和島市鮎
返～四万十市西土佐口屋内
（全長５２km）

八面山、三本杭登山道入口

熊のコル

鹿のコ

愛媛県北宇和郡松野町

高知県四万十市

愛媛県宇和島市

ネット延長５００m
面積０．５ha

「タルミ」
ネット延長２２０．４ｍ
面積０．３０ha

「藤ケ生越」
ネット延長３２２．０ｍ
面積０．５０ha吊り尾根

八面山 高知県四万十市
黒尊山国有林

県境

愛媛県宇和島市
滑床山国有林

登山道

自然再生・植生回復等事業箇所位置図
（シカ食害箇所でのササ原再生・植生回復）

滑床山

図１
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